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論　　文　　の　　要　　旨

　タンデムミラー型プラズマ閉じ込め装置ガンマにおける高周波加熱プラズマの圧力非等方性の定量

的評価方法の確立と，圧力非等方性に起因して励起される微視的不安定性に関して実験的および理論

的に研究した。高周波加熱条件を変化させることにより，圧力非等方性を能動的に制御し，微視的不

安定に対する影響を反磁性ループアレイおよび磁気プローブアレイにより詳細に測定した。圧力非等

方性の増大に伴い，励起される磁場揺動の離散的スペクトル構造，空間的伝搬構造および励起条件等

の観測結果より，アルベン・イオン・サイクロトロン（A1C）不安定性を同定している。不安定波動

の反射を考慮した新しい理論モデルを提案し，上記の観測結果をよく説明した。更に高周波共鳴条件

を制限することにより非等方性を緩和さえ，AIC不安定性が制御できることも実証した。

審　　査　　の　　要　　旨

　AIC不安定性はプラズマ閉じ込め装置中ばかりでなく，宇宙空問プラズマ中でもその存在が指摘さ

れており，プラズマ物理として共通した重要事項である。しかし研究に適した高温プラズマが少なく

研究例はほとんどない。本論文は初めて，磁場揺動の離散的スペクトル構造，空間的伝搬構造および

励起条件を実験的・理論的に解明しており，その価値は非常に高く評価できる。
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よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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